
国立歴史民族博物館本 『千載佳句』について

研
究
ノ
ー
ト

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
本

『
千
載
佳
句
』
に
つ
い
て

後

藤

昭

雄

一

近
年
の
日
本
漢
文
学
研
究
の
盛
行
を
も
の
語
る
も
の
と
し
て
、

漢
文
学
作
品
の
影
印

・
校
本

・
注
釈

・
索
引

・
集
成
等
の
刊
行
、

ま
た
新
出
資

料
の
紹
介
な
ど
が
相

つ
い
で
い
る
が
注
ヽ

そ
の

一
つ
と
し
て

『
千
載
佳
句
』
の
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
本

（以
下
、
「歴
博
本
」
と
略
称
）
の
影

印
に
よ
る
公
刊
が
あ

っ
た
注
名

『
千
載
佳
句
』
は
中
国
の
唐
代
の
詩
人

（た
だ
し
新
羅

・
高
麗
の
詩
人
四
人
を
含
む
）
の
七
言
詩
か
ら
二
句

一
聯
を
摘
句
し
、

そ
の

一
〇
人
三

首
を
類
衆
し
た
佳
句
集
で
あ
る
。

二
巻
。

村
上
朝
の
大
江
維
時

（八
八
八
～
九
六
三
）
の
編
纂
と
さ
れ
る
。

本
書
は
日
本
人
が
外
国
文
学
で
あ
る

唐
詩
を
集
成
し
た
詩
集
で
、

平
安
朝
に
成
立
し
た
詩
集
の
な
か
で
は
異
色
の
編
纂
物
で
あ
る
が
、

十
世
紀
中
頃
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
だ
け
に
、

少
な
か
ら
ぬ
伏
詩
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
貴
重
で
あ
る
。

早
く
江
戸
時
代
に
、

市
河
寛
斎
は

『
全
唐
詩
逸
』
を
編
む
に
当
た

っ
て
、

本
書
か
ら

侠
句
を
拾

っ
て
い
る
。

『
千
載
佳
旬
』
の
写
本
と
し
て
従
来
知
ら
れ
て
い
た
の
は
、

松
平
文
庫
本

内
閣
文
庫
甲
本

（和
学
講
談
所
旧
蔵
）
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内
閣
文
庫
乙
本

（林
家
旧
蔵
）

国
立
国
会
図
書
館
本

の
四
本
で
あ
る
が
、

い
ず
れ
も
近
世
初
期
あ
る
い
は
中
期
の
書
写
に
か
か
る
。

な
か
で
は
松
平
文
庫
本
が
最
善
本
と
さ
れ
注
Ｒ

「在
九
州
国
文
資

料
影
印
叢
書
」
（同
刊
行
会
、　

一
九
七
九
年
）
、
「松
平
文
庫
影
印
叢
書
」
（新
典
社
、　

一
九
九
七
年
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
に
対
し
て
、

歴
博
本
は
中
山
忠
敬
氏
旧
蔵
の
鎌
倉
時
代
書
写
本
で
、

諸
写
本
の
な
か
で
最
古
写
本
の
位
置
を
占
め
る
。

重
要
文
化
財
。

『
千
載
佳
句
』
は
、

現
在
、

さ
ま
ざ
ま
の
場
で
研
究
に
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、

そ
こ
で
使
用
さ
れ
る
テ
キ
ス
ト
は
、

ほ
ぼ
間
違
い
な
く
金
子
彦

二
郎

『
平
安
時
代
文
学
と
白
氏
文
集
―
句
題
和
歌

・
千
載
佳
句
篇
』
（培
風
館
、　

一
九
四
三
年
。

覆
刊
版
、

藝
林
舎
、　

一
九
七
八
年
）
で
あ
る
。

本

書
は

「帝
国
図
書
館
蔵
に
か
か
る
写
本
」
（国
立
国
会
図
書
館
本
）
を
底
本
と
し
て
、
「各
作
家
の
詩
文
集

・
全
唐
詩

・
倭
漢
朗
詠
集

・
新
撰
朗
詠

集

・
続
撰
和
漢
朗
詠
集

・
全
唐
詩
逸
等
を
参
照
し
」
、

校
訂
し
た
も
の
で
あ
る
。

現
在
、

流
布
本
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
の
金
子
氏
編
著
の
校
定
本

（以
下

「校
定
本
」
と
略
称
）
に
対
し
て
、

写
本
の
本
文
は
ど
の
よ
う

な
価
値
を
有
す
る
の
か
、

歴
博
本
に
代
表
さ
せ
て
、

具
体
的
に
検
証
し
て
み
よ
う
。

二

ま
ず
、

詩
句
の
分
類
、

配
列
が
変
わ
る
も
の
が
あ
る
。

校
定
本
に
よ

つ
て
該
当
個
所
を
あ
げ
る
注
七

初
冬

（
郷

・
触
省
略
）

跡
　
黄
瀬
額
林
寒
有
葉
　
碧
昭
璃
水
浄
無
風
　
湘
大
湖
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219 218 217 2覇郷
と
郷
の
配
列
に
つ
い
て
、

校
定
本
は
次
の
よ
う
な
脚
注
を
付
す
。

郷
に

「案
ず
る
に
此
の
句
は
郷
と
す
べ
し
」
、

郷
に

「案
ず
る
に
原
本
に
は

「同
上
」
と
あ
れ
ど
、

作
者
は
劉
高
錫
に
あ
ら
ず
し
て

「白
、

歳
晩
旅
望
」
な
れ
ば
、

郷
と
す
べ
し
」
。

す
な
わ
ち
、

校
定
本
の
原
本

（帝
国
図

書
館
蔵
本
）
で
は
、

郷
の
作
者

・
詩
題
注
記
は

「同
上
」
と
あ
る
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、

郷
の
注
記
と
同
じ
と
い
う
こ
と
で
、

劉
高
錫
の
句
と
な
る

が
、

『
白
氏
文
集
』
で
確
認
す
る
と
、

こ
の
句
は
白
居
易
の

「歳
晩
旅
望
」
の

一
聯
で
あ
る
。

す
な
わ
ち

２‐７
の
注
記
が
そ
の
ま
ま
該
当
す
る
。　

つ

ま
り

「同
上
」
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
郷
と
郷
を
前
後
さ
せ
た
形
が
正
し
い
配
列
で
あ
る
、
と
い
う
。

こ
れ
で

一
応
は
解
決
で
き
た
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、

こ
れ
で
は
な
お
不
十
分
な
の
で
あ
る
。

そ
の
こ
と
は
歴
博
本
に
よ

っ
て
明
ら
か
に
な

る
。

次
頁
の
図
版
を
見
て
ほ
し
い
。

こ
れ
は
歴
博
本
の
該
当
部
分
で
あ
る
。

こ
れ
に
は
郷
の
句
頭
に
引
き
出
し
線
が
付
さ
れ
て
、

こ
の
句
は
２‐５
の
後
に
置
く
べ
き
も
の
と
い
う
指
示
が
な
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
す
れ
ば
、

郷
の

「同
上
」
は
郷
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
、

正
し
い
注
記
と
な
る
。

か
つ
郷
は
詩
題
が

「初
冬
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
「冬
興
」
の
類
題
の
中

よ
り
も

「初
冬
」
の
類
題
の
下
に
置
か
れ
る
の
が
ふ
さ
わ
し
い
。

す
な
わ
ち
歴
博
本
は
本
来
の
あ
る
べ
き
形
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

久
血ヽ
（

心
灰
不
及
臆
中
火

万
物
秋
霜
能
壊
色

清
洛
暁
光
鋪
玉
害

煙
波
半
落
新
沙
地

髪
雪
多
於
朋
下
霜
　
範
至
夜

四
時
冬

日
最

凋
年
　
瀬
晩
極
王

上
陽
霜
葉
剪
紅
給
　
脚

高
範

鳥
雀
群
飛
欲
雪
天
　
瀬
晩
旅
望
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上
揚
な
☆
乳
宮
電
圧
除
齢
猫
瀞
堪
岬評
染

え
石
業
蒻
ね
輪
汽
枠
歩
氏
守
昭

ざ友
不
処
レ番
走
琢
雪
レ象
新
下
宿
ダ
れ

お
物
我
猪
枕
繁
ち
曽
甲
（
一■
歓
畝
キ
ぽ
を

や
特
在
斉
私
た
，
ミ
判

ヽ
十
１
１

ノ
年０

圭
目
　
２。

叢

　

ヽ

籍
　
店

典
　
書

重
　
川

貴
　
臨

史
　
第

歴
　
篤

一立
　
学

国
　
文

だ
―
―
Ｉ
Ｋ

国立歴史民俗博物館蔵 『千載佳句』

分

女
工
手
考乳
ｒＦ
協
貿
符

花

編
毬
盟
鯉

次
に
詩
題
注
記
が
正
さ
れ
る
例
。

「暮
春
」
部
の
９４
・
９５
番
の
句
で
あ
る
。

９４

閑
聴
篤
語
移
時
立
　
　
思
逐
楊
花
触
処
飛

９５

残
鶯
着
雨
備
休
囀
　
　
落
繁
無
風
凝
不
飛

校
定
本
は
そ
れ
ぞ
れ
の
詩
題
注
記
に
つ
い
て
、

白春

尽

日

宴

罷

感

事

独

吟

白酬
李
二
十
侍
郎
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傲

原
本
酬
李
廿
侍
郎
に
作
る
、

今

（通
）
に
よ
り
こ
れ
を
訂
す

働

原
本
春
尽
日
感
事
独
吟
に
作
る
、

今

（通
）
に
よ
り
こ
れ
を
訂
す

の
脚
注
を
付
す
。

ズ
通
と

と
は

「通
行
本
白
氏
文
集
」
を
い
う
。

要
す
る
に
、

９４
と
９５
は
詩
題
注
記
が
入
れ
換
わ

っ
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
あ

る
が
、

歴
博
本
は
こ
れ
に
気
付
い
て
、

先
の
場
合
と
同
じ
よ
う
に
処
置
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
９４
と
９５
の
句
頭
に
そ
れ
ぞ
れ
引
き
出
し
線
を
付
し

て
、

両
者
を
互
換
す
る
よ
う
に
指
示
し
て
、

正
し
い
形
を
示
し
て
い
る
。

以
下
は
本
文
に
つ
い
て
。

目
録
の
類
題
。

巻
上

・
下
そ
れ
ぞ
れ
に
目
録
が
あ
り
、

四
時
部
　
　
　
工立
春
、

早
春
、

春
興
、
…
…

の
よ
う
に
類
題
が
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、

巻
上
、

人
事
部
の

「留
友
」
は
、

校
定
本
は

「留
友
」
、

歴
博
本
は

「留
客
」
で
あ
る
が
、

本
文

の
類
題
は

「留
客
」
で
歴
博
本
に

一
致
す
る
。

も
う

一
例
あ
る
。

巻
下
、

草
木
部
に

「楊
竹
」
の
類
題
が
あ
り
、

本
文
に
お
い
て
、

校
定
本
は

「楊
柳
」
、

歴
博
本
は

「楊
竹
」
で
相
違
す
る
。

所
収
の
句
は

一
聯
の
み
で
、

価

緑
楊
近
浦
堪
垂
釣
　
　
翠
竹
当
軒
好
韻
琴
　
　
離
畔
新

で
あ
る
。

こ
の
句
の
内
容
か
ら

「楊
竹
」
が
妥
当
で
あ
る
。

な
お
、

目
録
は
校
定
本
も

「楊
竹
」
と
す
る
。

詩
題
注
記

断

好
看
落
日
斜
衛
処
　
　
一
片
青
嵐
映
半
環
　
　
説
亭

「高
亭
」
と
い
う
詩
題
注
記
は
、

校
定
本
が

『
白
氏
文
集
』
に
基
づ
い
て
補
う
が
、

歴
博
本
は
こ
の
詩
題
注
記
を
持

つ
。

鉛

騎
幌
春
風
離
漢
苑
　
　
心
懸
秋
月
照
呉
関
　
　
縦
篠
誰
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校
定
本
は
詩
題
を

「徳
征
詩
」
と
す
る
が
、

歴
博
本
は

「徳
政
詩
」。
「徳
征
」
と
い
う
語
句
は
用
例
を
見
い
だ
し
が
た
い
。

錨

山
雲
砂
々
川
程
遠
　
　
木
葉
諦

々
雁
過
初
　
　
響

蘭
醒

校
定
本
は

「客
懐
」
で
あ
る
が
、

歴
博
本
は

「泡
水
駅
客
懐
」
で
、

詩
が
作
ら
れ
た
場
所
を
明
示
す
る
。

凱
も
同
様
の
例
で
、

廻
雁
不
伝
郷
信
去
　
　
秋
風
偏
向
客
衣
寒
　
　
曜
輛
嘘
曹

校
定
本
が

「朱
功
曹
に
贈
る
」
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

歴
博
本
に
は

「長
嶺
駅
贈
朱
功
曹
」
と
あ
る
。

詠
詩
の
場
が
明
ら
か
に
な
る
。

詩
句
の
本
文

９７

両
岸
楊
花
風
作
雪

一
池

荷

葉

雨

付

珠

　

　

轍
脚
陰
朱
徴
君
隠
居

後
句
の

「作
」、
歴
博
本
は

「成
」。　
一
首
中
に
同
じ

「作
」
が
重
ね
て
用
い
ら
れ
る
は
ず
は
な
い
。

後
句
は

「成
」
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。

郷

晩
刺
紅
美
題
詩
遍

秋

待

黄

花

醸

酒

濃

　

　

輛
葬
寺
題
皇
甫
秀
才
院

「秋
」
は
歴
博
本
は

「収
」
。

対
偶
を
な
す
後
句
が

「待
」
と
い
う
動
詞
で
あ
る
か
ら
、

同
じ
く
動
詞
の

「収
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た

「秋
」
は
後
句
の
句
頭
に
も
用
い
ら
れ
て
い
て
、

こ
の
点
か
ら
も
不
可
。

鯛

朱
紫
衣
上
浮
世
重

蒼

黄

歳

序

長

年

悲

　

　

蟻
別
楊
］貝
外
巨
源

「上
」、
歴
博
本
は

「裳
」。
「衣
上
」
と
い
う
語
は

〈衣
の
上
〉
の
意
で
、

語
と
し
て
は
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
高
位
高
官
を
象
徴
す
る
朱
や
紫
の

衣
と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
「衣
裳
」
が
正
し
い
。

錨

御
風
煙
砂
多
無
伴
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国立歴史民族博物館本 F千載佳句』について

入
鳥
差
池
不
乱
群
　
　
町
隠
士

「煙
」
は
歴
博
本
で
は

「標
」
。
「
標

砂

」
で
あ
れ
ば
、

畳
韻
語
と
し
て
後
句
の

「差
池
」
と
よ
く
対
偶
を
な
す
。

団

身
居
暁
峠
紅
霞
外

書
読
瓢
窓
紫
竹
間
　
　
麟
喘
髄
読
書

「愁
」、
歴
博
本
は

「秋
」。
頴
い窓
」
と
い
う
語
は
考
え
に
く
い
。　

一
方
、
「秋
窓
」
は
ご
く
普
通
の
措
辞
で
あ
る
。

麟
劇
劇
摘
果
霜
晴
後

出
竹
吟
詩
月
上
初
　
　
艶
嗣
説
懐

「緑
」
に
つ
い
て
校
定
本
に

「縁
の
誤
か
」
の
注
が
あ
る
が
、

そ
の
通
り
歴
博
本
は

「縁
」
に
作
る
。

こ
れ
に
よ

っ
て

り
、

後
句
の

「竹
を
出
で
て
」
と
よ
く
対
を
な
す
も
の
と
な
る
。

以
上
の
諸
例
は
歴
博
本
の
本
文
優
秀
性
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

三

前
節
に
述
べ
た
こ
と
と
は
視
点
が
異
な
る
が
、

先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、

金
子
氏
の
校
定
本
が
現
在
最
も

一
般
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

考
え
て
、

付
言
し
て
お
き
た
い
こ
と
が
あ
る
。

校
定
本
は
詩
人
の
詩
集
や

『
全
唐
詩
』
も
用
い
て
改
定
す
る
と
い
う
方
針
で
作
業
を
行

っ
て
い
る
が
、

そ
の
結
果
、

平
安
朝
に
流
布
し
た
本
文

の
姿
を
見
え
な
く
し
て
し
ま

っ
た
例
が
あ
る
。

蝕

錦
帳
囲
開
雲
母
殿

白
珠
秋
写
水
精
盤
　
　
講
韓
儲
郎
本

「渓
に
縁
り
て
」
と
な
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「晩
」
は
校
定
本
が

「原
本
暁
に
作
る
、

今

（全
）
に
よ
る
」
と
し
て
改
め
た
も
の
で
あ
る
。

ズ
全
と

は

『
全
唐
詩
』
。

こ
の
句
は

『
和
漢
朗

詠
集
』
（巻
下
、

文
詞
）
に
入
る
が
、

そ
の
本
文
は

「暁
」
で
、

多
数
存
す
る
諸
本
に
お
い
て
も

「晩
」
と
す
る
も
の
は
な
い
。

平
安
朝
の
人
び
と

は

「錦
帳
暁
に
開
く
」
と
し
て
こ
の
句
を
読
ん
で
い
た
。

翻
も
同
様
の
例
で
あ
る
。

賀
賓
喜
色
欺
盃
酒

酔
妓
曜
声
涸
管
絃
　
　
譜
題
じ

「過
」
は
原
本
の

「弄
」
を
、

『
白
氏
文
集
』
に
拠

っ
て
、

校
定
本
が
改
め
た
本
文
で
あ
る
。

こ
の
句
は

『
新
撰
朗
詠
集
』
（巻
下
、

慶
賀
）
に

入
る
が
、

そ
こ
で
は

「弄
」
で
、

諸
本
に
異
同
は
な
い
。

詩
題

・
作
者
注
記
に
も
同
様
の
例
が
あ
る
。

餅

不
知
細
葉
誰
裁
出

二
月
春
風
是
剪
刀
　
　
譲

知
障

校
定
本
は
詩
題
、

作
者
に
つ
い
て
、

次
の
よ
う
な
注
記
を
付
す
。

原
本
、

元
、

垂
柳
に
作
る
、

（全
）
に
よ
れ
ば
賀
知
章
の
詠
柳

（
一
作
柳
枝
詞
）
と
題
す
る
詩
な
り
、

例
て
今
こ
れ
を
訂
す

こ
の
句
も

『
新
撰
朗
詠
集
』
に
採
録
さ
れ
る
が

（巻
上
、

柳
）
、

諸
本
い
ず
れ
も
元
槙
の

「垂
柳
詩
」
と
し
、

賀
知
章
の
詩
と
す
る
も
の
は
な
い
。

平
安
朝
人
は
、

こ
の
詩
は
元
板
の
詩
と
し
て
読
ん
で
い
た
。

現
在
、

『
千
載
佳
句
』
の
標
準
的
テ
キ
ス
ト
と
し
て

一
般
に
用
い
ら
れ
て
い
る
校
定
本
に
は
、

こ
の
よ
う
な
行
き
過
ぎ
た
本
文
校
定
が
な
さ
れ
て

い
る
場
合
も
あ
る
。

注
意
が
必
要
で
あ
る
。
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目立歴史民族博物館本 F千載佳句』について

四

『
千
載
佳
句
』
を
例
と
し
て
、

い
ま
そ
の
い
わ
ば
定
本
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
金
子
氏
校
定
本
に
対
し
て
写
本
が
有
す
る
価
値
を
、

最
近
公

刊
さ
れ
た
歴
博
本
に
代
表
さ
せ
て
検
証
し
て
み
た
。

第
二
節
に
挙
げ
た
諸
例
は
歴
博
本

の
優
秀
性
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、　

一
方
に
は
も

ち
ろ
ん
現
在

の
研
究

の
視
点
か
ら
見
れ
ば
誤
り
と
み
な
す
べ
き
も
の
も
あ
る
。
し
か
し
、

誤
り
を
含
み
込
ん
だ
そ
れ
も
ま
た
、

平
安
時
代
に
流
布

し
、

当
代

の
人
び
と
が
享
受
し
た
テ
キ
ス
ト
の
姿
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

第
二
節

の
例
示
は
そ
の

一
端
で
あ
る
。

な
お
、

論
述
を
複
雑
に
し
な

い
た
め
に
、

あ
え
て
触
れ
る
の
を
避
け
て
き
た
が
、

松
平
文
庫
本
は
歴
博
本

の
か
な
り
忠
実
な
写
本
で
あ
り
、

第

二

・
三
節
に
あ
げ
た
例

の
多
く
は
、

こ
の
本
も
歴
博
本
と
同
じ
本
文
を
持

っ
て
い
る
。

そ
う
し
て
、

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、

こ
の
本
は
歴
博
本

の

そ
れ
に
先
立

っ
て
、　

一
九
七
九
年
と

一
九
九
七
年
に
や
は
り
影
印
本
と
し
て
公
刊
さ
れ
て
い
た
。

せ

つ
か
く
良
質

の
本
文
を
も

つ
テ
キ

ス
ト
の
公
刊
も
、

我

々
が
そ
れ
を
利
用
し
な
け
れ
ば
意
味
が
な

い
。

宝

の
持
ち
腐
れ
に
し
て
し
ま
う

の
は

も

つ
た

い
な

い
。

注１
　
拙
稿

「日
本
漢
文
学
研
究
の
現
状
と
課
題
」
翁
二
Ｏ
①
五
年
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
　
世
界
に
お
け
る
日
本
漢
文
学
研
究
の
現
状
と
課
題
』
二
松
学
舎
大
学
、

二

①
①
六
年
）
に
、

そ
の
現
状
を
紹
介
し
た
。

２
　
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
貴
重
典
籍
叢
書
　
文
学
篇
第
二
十

一
巻
　
漢
詩
文

（臨
川
書
店
、

二
①
①

一
年
）。

３
　
金
原
理

「松
平
文
庫
本

『
千
載
佳
句
』
に
つ
い
て
」
翁
平
安
朝
漢
詩
文
の
研
究
』
九
州
大
学
出
版
会
、　

一
九
人

一
年
）
参
照
。

４
　
漢
字
の
字
体
を
現
行
の
通
行
の
字
体
に
改
め
、

返
り
点
、

送
り
仮
名
を
省
略
す
る
。

作
品
番
号
は
こ
の
本
に
付
さ
れ
た
も
の
。
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（付
記
）
　

本
稿
は
二
Ｏ
①
五
年
九
月
三
日

・
四
日
に
二
松
学
舎
大
学
で
行
わ
れ
た
、

同
大
学
の
２．
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
二
①
①
五
年
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「世
界
に
お
け
る
日
本
漢
文
学
研
究
の
現
状
と
課
題
」
に
お
い
て
、
「
日
本
漢
文
学
研
究
の
現
状
と
課
題
」
と
し
て
発
表
し
た
も
の
の

一
部
で
あ
る
。
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